
昭
和
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子
大
学

こ
の
講
座
で
は
「
話
し
合
い
」
を
会
話

デ
ー
タ
分
析
の
手
法
で
解
体
し
ま
す
。
話

し
合
い
の
目
的
、
種
類
、
テ
ー
マ
、
参
加
者

役
割
、
効
果
に
つ
い
て
整
理
し
、「
よ
い
話

し
合
い
」
を
行
う
た
め
は
ど
の
よ
う
な
条

件
が
必
要
か
、
実
際
の
話
し
合
い
の
動
画

を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。「
話
し

合
い
」
と
は
、
複
数
の
参
加
者
が
特
定
の

話
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
意
思
決
定

な
ど
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ

と
で
す
。
私
た
ち
が
学
校
や
職
場
な
ど
の

日
常
的
な
場
で
、
友
達
や
同
僚
と
人
間

関
係
を
築
き
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、「
話
し
合

い
」
は
必
須
で
す
。
こ
の
講
座
で
「
話
し

合
い
」
の
条
件
を
学
び
、
日
常
生
活
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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参
加
無
料
・
要
予
約

会
場

（
三
軒
茶
屋
駅
徒
歩
７
分
）

申
込U

R
L

：https://sw
uhp.sw

u.ac.jp/university/nichibun/openlecture.htm
l

主
催
：
昭
和
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
（
問
合
先03-3411-5019

）

講
師

寅
丸
真
澄

講
師

大
場
美
和
子

申
込

オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

（
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

（
昭
和
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
准
教
授
）

※

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
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講
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正門

昭和
女子
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８号館

人見記念講堂

南口A

東
急
田
園
都
市
線

R24
6 玉
川通
り

首都
高3
号渋
谷線

三軒茶屋東急世田谷線

キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー

世田谷通
り

茶
沢
通
り

三軒
茶屋

N

渋谷

下
北
沢

↑

↑

二
子
玉
川

↑

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
１-

７-

５
７

東
急
田
園
都
市
線「
三
軒
茶
屋
」駅
下
車

南
口
Ａ
出
口
か
ら
地
上
へ

国
道
２
４
６
号
線
を
渋
谷
方
面
へ

（
階
段
を
上
が
る
方
向
で
そ
の
ま
ま
直
進
）

正
門
ま
で
約
４
０
０
ｍ
・
徒
歩
約
７
分

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

お
申
し
込
み
方
法

昭
和
女
子
大
学
８
号
館
６
階
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

寅
丸
真
澄

早
稲
田
大
学

日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

早
稲
田
大
学
大
学
院
日
本
語
教
育
研
究
科
修
士
課

程
、博
士
後
期
課
程
で
日
本
語
教
育
学
を
専
攻
し
、

会
話
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
。同
大
学
院
よ
り
博
士
号

（
日
本
語
教
育
学
）取
得
。修
士
課
程
で
は
日
本
語
の

討
論
の
談
話
構
造
の
分
析
を
行
っ
た
。博
士
後
期
課

程
で
は
日
本
語
授
業
の
教
室
談
話
分
析
と
実
践
研

究
に
よ
り
、学
習
者
の
自
己
形
成
と
自
己
実
現
を
支

援
す
る
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
検
討
し
た
。東
京
外

国
語
大
学
、早
稲
田
大
学
な
ど
で
留
学
生
お
よ
び
日

本
人
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、日
本
語
教
員
養

成
に
携
わ
る
。現
在
は
、談
話
研
究
に
加
え
、留
学
生

の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
踏
ま
え
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、自
律
学
習
支
援
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
。著
書
に『
学
習
者
の
自
己
形
成
・
自
己
実

現
を
支
援
す
る
日
本
語
教
育
』（
２
０
１
７
）コ
コ
出

版
、な
ど
が
あ
る
。

と
ら
ま
る
ま
す
み

大
場
美
和
子

昭
和
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
科
准
教
授

筑
波
大
学
、筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
、千
葉
大
学

大
学
院
博
士
課
程
で
日
本
語
教
育
を
専
攻
し
、会
話

デ
ー
タ
分
析
を
行
う
。筑
波
大
学
、群
馬
大
学
、広
島

女
学
院
大
学
な
ど
で
日
本
語
教
育
、日
本
語
教
員
養

成
に
携
わ
る
。留
学
生
と
の
交
流
や
留
学
生
セ
ン
タ
ー

で
の
教
育
経
験
を
ふ
ま
え
つ
つ
、大
学
生
の
雑
談
か
ら

社
会
人
の
就
労
場
面
の
会
話
ま
で
、日
本
語
母
語
話

者
と
非
母
語
話
者
に
よ
る
多
様
な
異
文
化
接
触
場
面

の
や
り
と
り
の
特
徴
を
会
話
デ
ー
タ
か
ら
探
っ
て
い

る
。そ
し
て
、そ
の
研
究
成
果
を
日
本
語
教
育
や
日
本

語
教
員
養
成
へ
還
元
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。接
触
場
面
と
母
語
場
面
の
三
者
会
話
に
関
す
る

研
究
で
、千
葉
大
学
大
学
院
よ
り
博
士
号（
学
術
）取

得
。２
０
１
４
年
か
ら
昭
和
女
子
大
学
に
着
任
。著
書

に『
接
触
場
面
に
お
け
る
三
者
会
話
の
研
究
』（
２
０

１
２
）ひ
つ
じ
書
房
、な
ど
が
あ
る
。

お
お
ば
み
わ
こ

❶
https ://swuhp.swu.ac. jp/univers ity/nichibun/openlecture.html
日文公開講座のページへアクセス

申し込みフォームにメールアドレスなどを入力し送信

後日、参加方法を記したメールをお届けします

当日は会場またはメールに記載のＵＲＬにアクセスして視聴

❷

スマートフォンからはQRコードでアクセス昭和女子大学　日文


